
あっという間に春が過ぎ、岡山ではむしむしとした暑い日が続いています。 

梅雨が明けるのはもう少し先になりそうで、 

水たまりがいっぱいあってグラウンドが使えない日が続きますが、 

出来ることを見つけて、貪欲さを忘れずに練習に取り組んでいます。 

 

岡山県では、もうすぐ夏の大会が始まります。 

３年生にとっては、目標としてきた甲子園につながる最後の大会です。 

一球一球を大切に、 

特に３年生は、自分はこのチームに何を残せるかということを考えて、プレーしています。 

わずかではありますが、考え方も振る舞い方も 

成長しているように感じます。 

 

日に日に暑さが増して、飲み物の消費も増えてきました。 

定期考査があり、時間がない中でしたが 

短い時間を集中して、内容の濃い練習をしてきました。 

 

城東高校にある滝桜は、夏が近づくにつれて、 

鮮やかな黄緑色の葉をたくさん茂らせています。 

すっかり花は散ってしまいましたが、春とはまた違った姿で 

私たちを見守ってくれているような気がします。 

先日、城東高校を卒業された先輩から、中郷小学校のみなさんの写真が届きました。 

みなさんの明るい笑顔に元気をもらうのと同時に、 

自分たちもみなさんの元気の源になりたいと強く思いました。 

滝桜を通して、中郷小学校のみなさんと繋がることができて、 

とても嬉しく、誇りに思います。 

 

遠く離れた中郷小学校のみなさんからの便りは、 

当たり前に感じている、先生方や保護者のみなさん、 

城東野球部を応援してくださる方々の支えによって 

野球ができているということに気づくきっかけにもなりました。 

もうすぐ開幕する夏の大会で、全力で最後まで自分の役割を果たすことによって、 

感謝の気持ちを伝えられたらなと思っています。 

滝桜のように成長した城東野球部の姿を見せられるように、 

一日一日を大切にして活動していきたいです。 



 


